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１．６月末での疑問と問題点 
①Pv 値が安定しているにもかかわらず、測定露点（Td）
値が安定しない。 

②Td が常に Ta より数℃低い値を示す。（常に未飽和） 
③本当に鏡面全体を監視しているのか疑問？  

 

２．６月以降の実験  

 ＜目標＞６月までの問題点を解決し、測定が可能である

ことを検証する。 
 ①センサ部の改良 
②測定方法の変更と 

水蒸気量の求め方 
ⅰ．目的の結晶生成

条件になったら、

Td を１分間測定

（測定間隔 1s）し

平均値を求める。 

ⅱ．Ta と測定した Td から、Sonntag の式により、それ

ぞれの飽和水蒸気圧を求める。 

ⅲ．以下の式で、結晶生成点における「氷飽和に対す

る気相としての相対湿度（氷飽和に対する相対湿度

（RHi）を求める。 

        RHi (%)= e / Ei ×１００  
   e：温度 Ta における空気中での水についての蒸気圧 

   Ei：温度 Taの時の氷の飽和水蒸気圧 

 

③実験結果 
・ 本装置で、人工雪結晶生成時の水蒸気量（湿度）を直

接・連続的に測定することが可能である。 
・装置内での結晶生成時の Ta－Tw および RHi の関係 

ⅰ．測定した Ta－Tw と RHi にははっきりとした相関が

ある。 
ⅱ．Ta＜-25℃では RHi＞110%と高い過飽和になる。 
ⅲ．Ta＞-5℃では RHi＜90%（未飽和）となり、結晶の

成長が困難になることが予想される。 
・生成条件（Ta－RHi）と生成した雪結晶との関係  

ⅰ．測定結果と生成した雪結晶形はほぼこれまでの研

究結果と傾向として整合している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しかし、

特に長時間の測定では鏡面の状態によっては測定が不安定

になってしまうことなど、いくつかの課題が明らかになっ

ており、装置の改良を含めた検討が必要である。 

３．９月以降の取り組み 
 ＜目標＞ 実際に結晶生成時の Ta-Rh i を測定し雪結晶の

成長形との関係を明らかにする。 
１２月９日現在 サンプル数 50 個 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．考察 

①FINEDEW により結晶生成時の水蒸気量の測定は可能 

 ただしⅰ．100%を下回る環境での結晶の成長 

    ⅱ．中谷ダイヤグラムとの差異 

 の２点は「水滴」存在によるのか、測定系の問題による  

ものなのか？という問題が残る。 

②またこの測定は気相の水に関してのものであり、今後水

滴の存在と影響をどう考えるかなどの実験・考察が必要

になる。 

③鏡面露点計の使用メリット 

 ア．雪結晶生成時の水蒸気量の連続的なその場の環境の   

測定が可能になる。たとえば、結晶成長途中での水

蒸気量の変化とその測定に対応していける 

イ．これまで行われなかった対流型による測定ができる 
 
５．今後に向けて 

①さらに測定範囲を広げて測定 
     特に低温域での実験を進めていく 
②結晶生成途中での条件変化と結晶形の変化 
③水滴を除去した状態での実験ができないか？ 
④装置のさらなる改良の余地と可能性を追求 
 鏡面の水滴（霜）が長時間安定して存在するための方法 
 例 鏡面の面積を広げて、中央部を測定する etc 
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